































































































































  第 14章では，第 12章と同様の分析を教師から農業者に代えて行ったところ，農業者の
変数が児童の効果の変数に対し向上させる効果と低下させる効果の双方に影響するという
結果が，ライフスキルの変数，学習面の効果の変数についても同様に出ており，農業者の
変数による影響が一定しなかった。 
第Ⅴ部 「米作りの体験活動」が児童の学びに及ぼす要因の総合的分析 
第Ⅴ部第 15章では，第Ⅱ部から第Ⅳ部の分析結果を踏まえ，児童の個人要因，教師及
び農業者による米作り環境の要因が，児童の学びとしての農業理解，食育に関する効果及
び心理・情緒面の効果，学習面の効果に及ぼす影響について，第Ⅳ部と同様の対象者に対
する調査結果を活用し，総合的に分析を行った。この結果，児童が過去に農業体験をした
ことがあるほど「農業とのつながり感」が増し，「農業とのつながり感」を感じている児
童ほど「米作りの大変さへの理解」「農家への理解」「食べ物への感謝の気持ち」を持って
いること，「他者からの受容感」は農作業への肯定的なイメージや農業とのつながり感に
対し正の影響を与え，農作業に対する肯定的イメージを持った児童は「農家への理解」と
弱いながらも正の関係があった。これらの農業理解，食育に関する効果は児童の心理・情
緒面の効果，学習面の効果にも影響を与えていた一方，教師や農業者の変数が児童の効果
に与えた影響は限定的であった。 
第Ⅵ部 総括 
第 16章では，本論分の各研究を以下のように総合的に考察した。過去に農業の体験活動を
したことがないなど農業に対する親しみを持っていない児童は,「米作りの体験活動」で初
めての体験活動ゆえの刺激を得て，体験による学びを得ることができるのではないか，とい
う仮説については，本研究で実証されたと言える。一方，過去に農業の体験活動をしたこと
があり，農業に対する親しみを持ち，農作業に良いイメージを持つ児童は，「米作りの体験
活動」に意欲を持って取り組むことができ，体験によって，初めて体験する児童とは異なる
学びを得ることができるのではないか，という仮説については，過去に農業の体験活動をし
たことのある児童は，農家に対する理解が高く，米作りの体験活動により，さらにその理解
を深めることができることが示唆されたものの，過去の経験に対するイメージが肯定的で
ない場合は体験によって十分な学びを得ることが難しいが，肯定的な場合は意欲を持って
取り組める可能性があることが示唆された。また，過去に農業の体験をしたことがあって農
作業への肯定的イメージを持っている児童は，農業とのつながり感を持ち，ライフスキルと
の関係もある程度持っていることが示唆されたものの，農業とのつながり感を持つ児童が
米作りの体験活動によって，学びを低下させていたという結果も出てしまった。児童が学び
を得るためには，米作りの体験活動をよりよいものにする環境を教師や農業者によって確
保される必要があるのではないか，という仮説については，本研究で十分な結果を得ること
はできなかったものの，農業とのつながり感が低い児童にとって，学校から近く広い面積の
田んぼで，体験内容を充実させて米作りの体験活動を行うことが，学びを得るために重要で
5 
 
あることがわかった。一方，農業とのつながり感が高い児童にとっては，教師に米作りの体
験活動によって変化を期待されることや，教師に食べ物への感謝の気持ちを醸成させたい
と思われること，学校から田んぼまでの距離が遠いこと，米作りと関連付けられた教科数が
多いことによって，ライフスキルの一部が向上する可能性が示唆された。 
最後に，第 17章で本論文における研究の限界と今後の課題について述べた。統制群を
設置した研究が必要であったこと，サンプル数をもっと多くして教師や農業者の影響につ
いての分析を行う必要があること，児童の学びをよりよいものにするためにどのような取
組が必要かといった観点での研究をさらに行う必要があることなどを指摘し，今後の課題
とした。 
